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HTML導入でリッチな放送を実現する米国
電子商取引のプラットフォームに

テレビw

情報家電がいよいよ表舞台に立とうと

する今、日本でも、家庭用のインターネ

ット端末としてテレビが熱い視線を浴び

ている。しかし、欧米における放送の進

化に比べれば、まだまだ格差が生じてい

ることを指摘せねばならないだろう。最大

の格差は、コンテンツの面で現れてきて

いる。すでにアメリカでは、HTMLファ

イルのデータ放送とインターネットを組み

合わせた多彩な表現形態のコンテンツが、

週2000時間にわたって放送されている。

たとえば、データ放送の帯域の隙間に、

ホームページのファイルを埋め込んで一緒

に配信してしまうタイプの番組がある。テ

レビの映像部分のサイズを小さくして中

心におき、その周囲を囲む形でインター

ネットのコンテンツが表示されるようなイ

メージである。インターネットのコンテン

ツを、テレビ映像の上にかぶせることもで

きる。あるいは、映像の周囲にデータ放

送のメニュー画面があり（文字で表示さ

れているイメージ）、ボタンを押すとイン

ターネットに接続されて指定のホームペー

ジを探し、テレビ画面の一部にホームペ

ージを表示させるなど、その表現力は多

彩だ。コンテンツを供給しているのはディ

スカバリーチャンネル、ニュースのCNN、

ワーナーブラザーズ、ディズニーといった

名だたるメガメディアである。

ニュービジネスを生む端末に

アメリカのデータ放送は、インターネッ

トのコンテンツと融合している点で大きな

特徴がある。そこには多彩なビジネスモ

デルが生まれる可能性がある。

たとえばショッピングのデータ放送とし

て、テレビを見ていない夜中に、商品の

ビデオカタログを２時間分配信しておく。

朝、その商品ビデオカタログを見る人に

用意されているのは、自分が関心ある商

品のみを選んでビデオを見ることができる

検索機能である。その商品に興味がわい

たら、商品購入のボタンをクリックして

メーカーのサイトに飛び、インターネット

ショッピングに切り替わる。

あるいは配信するデータ自体に、イン

ターネットの著作権保護技術や決済技術

を搭載させることもできる。すなわちテレ

ビは、インターネットの電子商取引の仕

組みを取り入れることによって、家庭の

中におけるインターネットプラットフォー

ムとなりうるのである。

コンテンツをパーソナライズ

注目すべきは、アメリカの場合は、放

送の技術仕様がインターネットを受容す

るオープンなシステムになっていることで

ある。データ放送の表示規格自体が

HTMLの拡張で進んでいるために、イン

ターネットの規格やビジネスモデルを受け

入れやすい。これがATVEF（Advanced

Television Enhancement Forum）の仕

様であるコンテンツメーカーだけでなく、

テレビとインターネットを接続するセット

トップボックスの主要メーカーWebTV、

OpenTVもこの標準規格を採用している。

また、採用されるメディアフォーマット

もさまざまな方式が選択できるため、コ

ンテンツ製作側から見れば参入しやすい。

インターネットビジネスを展開している企

業から見れば、手持ちのコンテンツ資産

やインフラ資産を展開しやすいからであ

る。逆にデータ放送で培った技術とコン

テンツ資産をインターネットに還元するこ

ともできる。そのため、企業にとってデー

タ放送用のコンテンツにコストをかけるイ

ンセンティブが生じるのである。

テレビがインターネットと融合した電子

商取引の端末となれば、当然そこにはパ

ーソナライズという概念が持ち込まれるだ

ろう。表の映像と平行して、裏ではスポ

ーツ好きの人には「スポーツ関連の番組」、

流行に遅れたくない人には「視聴率15％

を超えそうな番組」を、それぞれハード

ディスクに保存させる。ユーザーは自分

の好みで番組を設定し、関連ウェブデー

タも見ることができる。映像を見るだけ

という単純なレベルから、テレビはすでに

脱却しつつあるのである。
（古川 享　米国マイクロソフトコーポレーション バイス

プレジデント）

写真1　WebTVのオンラインショッピングトップページ。
すでにアメリカではテレビが有力な家庭の電子商
取引端末となりつつある
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